
チンパンジーと鯨柳を対象に,それぞれの種に見られる

個性とその関連領域について探索的に調べた.

耶一に,チンパンジーの施設移送に伴うストレスと

個性の関連を明らかにするため,別な施設-の移送が決

定している4個体の行軌視軸(1分ごとの矧fT)スキャン

サンプリング･午前午後各2時間)を行った.これを移

送後のデータと比較し,4個体の行動パターンの変化を

検出する.今校は,既に糾ている各個体のパーソナリテ

ィ評定値と,移送状況における行動特徴との関連を検討

する予定である.

第二に,飼育下の鯨煩 (バンドウイルカ43頭)各

個体の "パーソナリティ''を,飼育スタッフの主観評定

値に韮づいて測定した.その結果,(1)複数の飼育ス

タッフが行った評定のバラつきは少なく信頼性が高い

こと,(2)因子分析によりイルカのパーソナリティ構

造として ｢外向性｣｢誠実性｣｢知性｣｢情緒安定性｣と
いう4次元が見られたこと,(3)クラスタ分析により

6つの個性のタイプが導出されたこと,といった新たな

知見が得られた.

5_6チンパンジーの描画行動に関する研究

所藤亜矢 (東京整術大･美術)

対応者 :林美里

描画行動の認知的な基盤とその進化的な起源を明

らかにするため,霊長類研究所のチンパンジー 6個体

とヒト幼児約30名を対象に,比較認知科学的研究をお

こなっている.昨年度までに,自由描画課題,描画模倣･

課題,および描画補完課題をおこない,チンパンジーと

ヒト幼児の描画行動の特徴の相違から,チンパンジーが

なぜ表象を描かないのかを検証してきた.今年度はその

成果をまとめ,著書 『脳科学と芸術』(08年 11月,分

担執箪),｢科学｣08年 12月号,比較認知科学国際シン
ポジウム(08年5月),第11回SAGAシンポジウム(2008

年 11月),および第21回日本発達心理学会 (2009年3

月)で発表した.また今年度は,検査者が目の前で怖Iii

な図形を描くモデル提示条件での描画模倣課題につい

て,ヒト幼児でひきつづき定期的な実験観察をおこない,

縦断的なデータを収鎖した.描画模倣裸脳では,横線,

縦線,円,十字,正方形,ひし形,三角形など,提示す

る見本図形の柾矧こより,難易度が興なる.それぞれの

図形を描けるようになる発達段階と,模倣課題の前にお

こなっている自由描画での描画内容との関連について

現在解析を進めている.
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5-7盃長類における対象の認知的処理に関する実験的

検討

村井千寿子 (玉川大･脳科学研究所)

対応宥 :友永雅己

選好注税法を用いたヒト乳幼児研究から,発達初期

のヒトがすでに対象の物理法則についての原初的な認

mをもつことが幸R告されている.本研究では霊長研のチ

ンパンジーならびに同所および玉川大のニホンザルを

対象に,ヒト乳幼児研究と同様の方法を用いて ｢支持事

象｣に関する認孤を調べた.また,個体数を増やすこと

で前年度までに得られたデータの洗練に努めた.実験で

は,支持事象の基本法則である ｢①対免と土台の接触の

必要性｣,そして ｢②支持の方向性 (対魚支持における

垂直方向からの土台による作用の必要性)｣と ｢③接地

量 (対象と土台の十分な接地量の必要性)｣の3点につ

いて検討した.実験の結果,ニホンザルおよびチンパン

ジーにおいて,(》ならびに③に関する認mを示す証拠が

得られた.一方で,②支持の方向性についてはそのよう

な証拠が得られなかった.ヒト乳幼児ではこれらの3つ

の法則に関する認識が報告されていることから,ヒト以

外の霊長類が基本的な物巧!法fuを認孤していることが

明らかになった一方で,ヒトとは界なる認孤をもつ可能

性が示唆された.ヒト以外の盃長桁がどのような物理的

認識を発達させてきたのか,今後さらなる検討を血ねる.

6-1束西日本で比較したニホンザル各種パラメータの

人為的な影響による変容

三谷雅純 (兵庫県立大 ･自然 ･邦fTE研)

対応者 :波速邦夫

現在の日本列島では,二次植生や田畑,住居などの

人為的影響によって,ニホンザルの土地利用や生息密度,

さらに繁殖行動に変化が表れている.本研究では,ニホ

ンザルの生息する日本列島の環境を植生に応じて東西

にわけ,それぞれを代表する地域の環暁で人為的な活動

の程度とニホンザルの土地利用,生息密度,繁殖行動な

どの各種パラメータを定流化し,比較を訳みる.その時,

出長柄研究所ニホンザル野外規整施設に収蔵されてい

る過去の文献や報告書の他,インターネットで公表され

ている文献などを参考にした.この処理によって,各植

生帯での人間活動と,そのニホンザルの生活-の影響の

程度を明らかになるものと期待できる.

平成20年度は,近畿 ･中国地方を重点的に分析し

た.現在は,システムが大きく変わった地理情報システ

ム (GIS)を積極的に利用するため,植生や人間の土地

利用と人口,気象などの磁気情報を,昨年に引き続いて


